
前金払等の流れ

【執行伺】 
システム入力時
に、「部分払」か
「中間前払金」

を選択 

中間前金払なし 

①工期の２分の１を経過 
②工程表に工期の２分の１までに実施すべきものとされている作業が行われている 
③既に実施した作業経費が契約金額の２分の１以上 
 
受注者は①～③のすべてを満たすと判断した時点で、「中間前金払認定申請書（様式第28号）」と
「工事履行状況報告書（様式第23号）」を契約監理課に提出 

契約時に
要・不要を
受注者に
確認 

前金払等に係る改正点（27.4.1～） 

•前金払の対象を設計金額１３０万円以上の

工事・コンサルに拡大します。 

•前金払いの限度額（１億２千万円）を撤廃し

ます。 

•中間前金払（※）を導入します。 

 
※中間前金払 とは:  

 当初の前金払（請負代金の４０％）に加えて、
一定条件を満たせば請負金額の２０％以内を
追加して前払いすることができる制度です。部
分払のような出来高検査は不要です。（伊賀
市では設計金額１，０００万円以上の工事に
適用します） 

 

①～③のうち満たさない 

要件がある 

設計金額１３
０万円以上の
工事・コンサ
ルか ? 

はい 

いいえ 
前金払・中間前金払不可 

設計金額１
０００万円以
上の工事
か ? 

はい 

いいえ 前金払可・中間前金払不可 

（部分払も原則不可） 

中間前金払を選択 

部分払を選択 
出来高部分検査後、部分払 

不要 

要 

契約監理課から「中間前金払非認

定通知書（様式第29号）」を申請

から７日以内に受注者に交付 

①～③のすべてを

満たしている 

工事担当

課に審査

を依頼 

契約監理課から「中間前金払認定

通知書（様式第29号）」を申請から

７日以内に受注者に交付 

受注者は保証事業会社と中間前

金払に係る保証契約を締結し、保

証証書及び中間前払金請求書を

工事担当課に提出 

工事担当課（予算担当課）にて中

間前金払の支払い 


